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資料１

,・'・ 

第2回資料

長期宿泊体験活動 第1回検討委員会で出された「成果と課題」一覧

①意義•成果

②学習•活動内容
授業時数．`

＠実施地

宿泊形態

露泊数

⑤教員体制

R生活指導員

プレセカンドスクール • 小学校セカンドスクール ' 中学校セカンドスクール

0セカンドスクールヘの子 0あまり仲良くなかった友達の個性を認めることができ O展家への宿泊は、資重な体験をするだけで
どもの不安の軽減（学） だ。仲問への信頼感も深まっだ．（保） ← なく、宿の方との関わりが深まる．このこ

O保護者として、いきなり O保謹者から「自分のことを自分てできるようになった」 とは、事後の発表の様子からも唸じ取るこ
約 1週間、よそに預ける という声密闘いだ．（学） ↓ とができる，（学） ． 

．となるよりは、プレセカ 0米つくりの大変さを実感した口（保） ． . . b不登校の生徒も宿泊には来て、いつもは起 i
ンドスクールがあること O箸つくりなどの体該で、．その思い入れのある箸を使う きられないのにそのときは起床し、朝から
は安I的できる。（保） ・ •ことにより｀苦手な食べものも食ぺることができだ。 元気に活動ができた。（学）

（保）リ . ・. 0自然体験活動の中で、一生懸命活動してい

0山菜採りの体験から、野菜が食べられるようになっだ。 る。（学）

（保） . . . b当たり前と思っていても実はそうではな

. ¥.0自然の大切さに気が付くことができだ..(保） ．いという体験ができる・。（学）

O将来の夢を者えるきっかけとなコだ。（保）
0不登校の傾向にあった児童も参加しだり、事後も登校 ▲中学校でのセカンドスク→しの子供たち

•. ,.・: する日が娼えたりした。（学） ． 、 の期待値が、 Jj浮校に比べると低い。（釦

O宿の子として様々なお手伝いを含めて襲業体験する中
しで、通りすぎる消費者としてではなく生産者の思いを
， 塵接知ることができ忍（学） ＇ ， 

〇宿のお父さんお母さんとの関わりがあるのがよい。事
：後の交流会でも再会し、感動するくらい深く関わって
いる。（保），.・ ._,_¥ 

パ怠合的な学習の時問の多くがセpンドスクール等で使
われており、，他の取り組みを設定しにくい。（学） 、

..... 稲刈な箸つくりなど、．本当の意味での課題解決という

ところ口切なか繋がらなし痺がある。 （総斜飢毎
蓄の時間としてカウントしてよいか。）（学） ・

....全ての宿で、同じ質の体験ができるとは限らない。（学•

◆中学校におけるセカンドスクールの意義
というのは何か、小学校とどういう目的の
迫いがあるかを者えてい＜必要がある。，
（委）．

9現地の方が、天侯によって非常に綿密にプ
ログラムを組み換えてくださった.(学）

0小学校で稲刈りをい中学校で稲刈りをす

る燭合、手刈りではなくでコンバインを
運転する等、グレー・ドアップを図った。
（学）・

．，十本当にグレードアップしているのか。中学
校のセカンドスク~Jしの中に何かボラン
ティアの資格が取得できるようなものを
組み込むのはどうか。．．（保） ... . 

▲地域によっては、―見学躁所や、体験プログ，．
・ラムを、教員が探さなくてはならないとこ
ろもあり｀・教員の負担が非常に大きい。

保）～ （学）
・ ▲宿によって異なるであろうが；雨が続いだ

十一見同じプログラムに見えても、連れて行く子どもにI・ 時、 -B中漫画を請んでいだ例もあると聞

対廊させて、毎年工夫をしている。、（学） いだ。 Ci*)

會今後、•武蔵野市におし9ては武蔵野市民科を専入するだめ、武蔵野市民科との関係も踏まえて者えてい1·
・＜雌ヵ屯歪 委）

竺2<麿芦温霜訳二言雪：；:~：；：「詈藍言~:鴫
お手紙を渡され感動した。（保）．

02泊3日が最適である。
(1泊では短く、やり疸し

がきかなし¥,)(至保）

ー・,

Al§ の方の高齢化に伴い、・継続が困難な地区があるため、｀

，定期細ユ鵠§地をし見直していく必要がある。（学）
▲新しい地区を探して決定していくには、労力と時間が
かかる。（学） ． 

A1つの宿の児童数が多すきると宿の方の負担が大きく.・

難しい.CAの目が行き届く集団の大きさ，）（学）

“＼念なアレルギー対応が必要で、．、宿の負担が大きい。
（保）'..• 

“曼災や興常気象宕を踏まえ、安全に行うだめには、実施
． 地をもう少し近く、・交通の面もよいところにすぺき。

（学）し
ー・"""' """" ""'" 

01週閤というゆったりとした時間の流松D中で、普段
の学校とは違う子どもの襟子が見られる.(学）

●教員の働き方の観点からも、効果的なセカンドスクー

ルにするための泊数について検討する必要がある. • 
（学）

O武蔵野市にはセカンドスクールがあることを理由に武 0武蔵野市にはセカンドスクールがあるこ

I .. (学）
蔵野市への異動を希望する教員もいる．（学） • とを理由に武蔵野市への異動を希望した。・

▲セカンドスクールに行くことが可能な教員でないと、
第5学年の担任はできないなど制約がある。・（第5学
年⑬晦酬置に校長は苦慮する。）（学） • ·• 

▲生活指導員の質と人数の確保が課題である。大学生な10手厚い人的支援がなされているので、実施
、•ど、 6 泊 7 日を割くのは難しい.··生活指導員を確保す できる。（学・保）

るために、副校長の負担が大きい。（学）

▲生活指導員の質と人数の確保が課題であ

る。（学・保）

0成果、▲課題、＋その他の意見 （学）学校からの意見（保）！呆誨者か,ら(J)意見（香）富咋思季昼かi::;m育臣

ヽ

',. 
・：
' 

今後、検討が必要と思われる事項

(1)現在のセカンドスクールの活動内容は、総合的な学習
の時間としてカウントするのがふさわしいか。は（この

て、 5年生の総合的な学習の時間が圧迫さことによつ・
されているため）

(2)宿泊数について

小学校プレセカンドスクールの宿泊数
セカンドスクール小学校の宿泊数

2泊3日

6泊7日

中学校の宿泊数 4泊 5日

(3)中学校セカンドスクールの内容について
C4)実施地の持続可能性について
(5)教員の負担について
(6)生活指導員の確保について

-~-c 

疇野市立l繹プほカンドスク一環麟覇倣粋） --~ 躙；訳砂中羽廷カンドスクール如臼躙（痴卒）

匝昼l

・（目的）． ． （目的）

第1条この要綱は、武蔵野市立小学校がセカンドスク→レ（武蔵野市立小中学校セカンド 第該足この要綱は、武蔵野市立,1中学校に在籍する児童及び生徒が、授業の一部を自然

か→l凄施螂（畷1坪 11月1日痴司に影旺る七ンドスク';"Jゆうち11学暉5 口饂れた農山漁即長期問滞鉛べ行い、普段の判茫苺似下「ファーストスクール」

宇和製けるものをいう•以下即C.)を実施するにあたり、同鉛桐第1条に郷拓ねら という。・）では俎祖真届総合的な体験学習活動を行うセカンドスクールを実施することに

心達成に寄与するため、力えカンドス→戌実施ずな土により、次1項げるねらい より、次四急げるねらいむ廊財名ユを目的狂る。.. や・

を達成することを目的とする

(1)自然との触れ紐を通して、子底たちの登な情操や畷餞はぐくむとともに、子ど (1) 自然との触わ合いお面して、子~ftちの豊力汰情操や感性をはぐくむと/::ti!;':、子
もたちの知粒頂心吋窃も馘喚起し霞幽叡-の意欲や額翠培う。． ． 殴も磁畷奇tや探訟を蜘K鄭懸鞭-の謡勺醐径培う。

. (2)麟醗雌鑓じて、集団咀却如馘身に付けると為に｀子既たちの塾りヽ 、(2).長期にわたる宿泊体験む匿し、生活自立に必要な鑓蔵や技能を身に付けるとふに、

マ な人間関係を育て入・ 子c"tだちの豊かな人間関係を育てる。

(3)子幽同士の協伽により、自主性や固庭を育てるとはに、現地の人々との交流を' (3)子とも同士の協働により、自主性や協調性を育てるとともに、現地の方々 との交流を

通じ℃進んで他者砂"/J>bo力を密i。 通じ℃進じで他者どかわる力む節。

. (4)学竿北び知顧睛朕子異たちの実態を踏まえ、セカンドスク-ルの内貶の関連

紗慮し繹籾渫及び翌謬認滴める；

虞 学 ）

第2条実脂学甲土小学校第俎碑七す'-'>a （饂畔）
第鴻実施学国:t..,1学校口釣ては第5学辰中学校においでま第1学早曰な

.'. (活動内容）
第3条プ咋カンドスクールで饂する掠防容は、鰍笛ょ学苔隧瓢鰤、特輝舌l'(活動喰）

動及び道徳とし、各学ぬ靖臆をもって学習活動を計酋し、実窟するものet?>. 第3条セカンドスクールで実施する指導内容は、それぞれの実施学年の総合的な学習の

2鵡野市立森の愕‘営に関する郷l偲和50郵月印膠蔀教育委員会輿謳2
事号）第17条規定により、校長は、カヤカンドスクールの教脊縣告の位置付けむ鵡

痢魂精委員会（以下「委員会」という。）に居げ出なl廿成あない。

螂虜颯細晦動及巧直徳とい各学珈創意総って学蜀鵠を計画し、実熔ねる
ものとすQ,. ' ,・・ 

2武腕野市立学民の管理運営に関する規則（昭和5消芍且武蔵野市教育委員会規則第2
号）第17条の規忠ユり、校長は、セカンドM--—ルの教育課径辺沐虞付梵唄津野市
敦霞員会（以下，r委員会」という。）に届け出なければな汐切ヽ 。



資料２

次期学習指導要領解説とセカンドスクール関連内容（一部）

、 l 亭．．・吋, ~ ~ •~ —--·~- •• ,-~32 年(2020

... 
.. 
.... ．． 

．！・

日l」螂箔習指覇鰤廟醐螂U編（平成29年6月文部科学省）

• • 第1章

第2

第3章

総説 ‘ 

教育課程の基準 ． 

教育課程の緬成及び実施．

第3節 教育課程の実施と学習評価C ' 

1 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

I (5)姐詰動（第1章第3の1の(5)> I 

痘勧吐含辺海限性や自然の大切さ，主体的に挑戦してみることや多様忠也者と協働することの

墾懇などを実惑し虚〕tら嘩詞るこは梵きるよう．咎縣回の閥瞑廊じた潟翁舌動祖翻

し，．家庭詞閲屁註翠漣携しつつ｛本系的濃顕的こ尊戸きるよう工夫するこC,. ・

社会構造等の急速な変化による予測困難な明tにあって，また，少布蔚齢化等が進み成熟仕会を迎えている

我が国において，これからの学検散育には，児童に知・鳥徳・体のバランズのとれた資質・能力を育成すること ・

が一層重要となっている。

資質・能力を偏りなく育成していくに当たり，「学びに向かう力，人間性等」を育む観点からは，体験活動

の荒鰤壇要である。•「学mこ向かう力，人間性等」は「知識及び即詞，・「思考力，判断力，表現力等」をど
のような方向性で働かせていくのかを決定付ける重要な要素であることから，本項において，各教即等嬢祁笥

に応じた体験涸肋を重視し，家庭や地域社会と連携しつつ体系的・継続的に実施できるよう工夫することを示

している。

・児童を取り巻く・地域や家庭の環境情報環境等が劇的に変化し，児童が自然の中で豊かな体験をしたり， ．． 

文｛ヒ芸術を体験して感性を高めたりする機会が限られているとの指摘がされている。それにより，例えば生命．

の有限性を実感することや異年齢の幼児児童生徒が協働する経験が少なくなり，現実的には学校教育が児童が

そうしt.:Bをすることができる数尻tい場となっている。 ア

前回の改訂において，体験活動は顆語活動とともに重要なもの＇として位置付けられたが，今回の改訂にお

いては，前述の児童を取り巻く環境等を踏まえ，児童が生命の有限性や自然の大切さ，主体的に挑戦してみる

ことや多様な他者と協働することの重要性などを製感しながら理解ずることができるようにすることを重視

し，集団の中で体系的・継続的な活動を行うことのできる学校の場を生かして，地域・・家庭と連携・協働し℃

体験活動の機会を確保していくことを示している。 ・ ． 

諏において体系的渭螂に体瞬動を実施していくためには，各教即即沿質に応じて教荀裸程翅眉

成していくことが必要である。 • • 

このため，生活科や総合的な学習の時間，特別活動はもとより，例えば，社会科では「観察や見学，聞き

取りなどの調査活動を含む具体的な体験を伴う学習やそれに基づく表現活動の一層の充実を図ること」．，理科

では「生物，天気川，土地などの指導に当たっては，野外に出掛け地域の自然に親しむ活動や体験的な活動

を多く取り入れる」，家庭科では「調理や制作等の手順の根拠について考えたり，実践する喜ぴを味わったり

一. (5) 

-'' 

ヽ.. 

するなどの輿践的・体験的な活動を充実すること」等の教科等の特質に応じた体験を伴う学習活動の充実を図

ることとしている。

また，体脚舌動を継続的に実施していくためにはその時間の確保も課題となる。この点では，各教科等

の掏恥当たり教科鞘冴鑽に応じた体験を伴う学習の時間を確保するだけでなく，時r謂軋の弾ヵ的な編成

（第1章総則第2の3(2)ウ (l)) や合科的•関連的な指導（第1章総則第'.2 の3 (3)エ）の規定等を踏まえ，

例えば自紺本験や社韓験を行う長期即団宿誼舌動において，組賄樺の内容に関わる体験を伴う学習や探．

究的な活動渤果的に展開できると期待される場合，教科等の料習を含む計画を立て，授業時数に含めて扱う

柔軟な年間指導計画を作成するなど，学校の教育活動の全体を通して体験活動の機会の充実を図る工夫をする

ことも考えられなこのように，各教科等⑬競討やその関連を踏まえ，．児童の様々 な学習機会がより効果的な

ものとなるようにしていくことが，カリキユラム・マネジメントの重要な視点である。

なお，このような体験活動を効果的に実施していく•ためには，その意義や効果について家庭や地域と共有
し，幽臀拗覇することヵ壇要である。また．これらの学習を展開するに当たっては，学習の内容と児童の発

達の段階に応じて安全への配慮を十分に行わなければならない

第3章 教育課程の編成及び実施

第6節，道徳教育推進上の配慮事項 -

13豊かな体験活動の充実といじめの防止（第1章第6の3).I 

．
 _＿＿_ 

‘
 

3 学校や学級内の人間関係や環境を整えるとともに集団酋白活動やポランティア活凱自然限総舌

，：動， i梱即布事への参加などの豊かな体験匂涙Jること。また迦謎頭匝詣導内部汎児童の日常

鐸に生かされるようにすることその厩い以⑳防止や安全の確保等にも資することとなるょう留 l

意すること。

集団生活を通して協力して役割を果たすことの大切さなどを考える集団宿泊活動，社会の一員であるとい

う自覚と互いが支え合う社会の仕組みを考え，自分自身をも高めるためのボランティア活動，自然や動植物を

愛し，大切にする心を育てるための自然体験活動など，様々 な体験活動の充実が求められている。各学校にお～

いては，唄交鴎輝活動全体において学校の実情や児童の実態を考慮じ，豊かな体験の積み重ねむ匪して児童

の道徳性が養われるよう配慮することが大切である。その際には児童｝ご体験活動を通して道徳教育に関わる

どのような内容を指導するのか指導の意図を明確にしておくことが必要であり，実施計画にもこのことを晩記

することが求められる。 島

さらに，、地域社会の行事への参加も，幅広い年齢層の人々 と接し，人々 の生活，文化，伝統に親しみ，地

域社会に対する愛着を高めるだけでなく，・地域社会ヽ の貢献などを通じて社会に参画ずる態度を育てるなど，

町にとって応輝性を養う豊かな体験となる。具廂りには学斑子事や総合的な学習の剛閉などでの体験活

, `動として，自治紹沼会教輯螂ぬど地國担⑰関係欄町団体等で行う地域社紺醐具の行事や奉由舌動，自

麟謝譴防災訓練などに学校⇔眸として参加することなどが考えられる。その場合には，そ雌子事の性

格や内容登事前に把握し，学校の目標や年間の指導計画との関連を明確にしながら児童の豊かな体験が充実す

るよう進めることが大切である。ス ● 9 



D 2 . /J¥: 学校学習指導要領解説特別活動編{'平成29年6月文：部科学省）

第1章総説・

第2章 特別活動の目標

第 3章 各活動・学校行事の目標及び内容

第4節• 学校行事．

1学校行事の内容

1'4)遠足・集団宿泊的行事

① 遠足・集団宿泊的S行事のねらいと内容．

,,' 自然の中での集団窟白活動などの平素と異なるお舌環境にあって、甥闘を広ぬ自然や文化などに親

しむとともにJ澗闘系などの集団お和注り方や’饂徳などについて⑪望まl.;I,){椙認積むこ己た

きるようにすること

．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．島．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．

・遠足・集団宿泊的行事には，遠足，修学旅行，野俎舌動，集団宿泊活動などが考えられる。

特に，児童⑪恕茎の段階や人間関係の希薄化自然体験の減少というた児童を取り巻く状況の変化を踏まえ

ると， 1J浮校郎皆においては自然の中や農山漁村等における集団宿泊活動を重点的に推進することが望ま・心
れる。 9 

②実施上の留意点
«現行平成~o年8月版»

.. -------------------------、---------------------------------------------------＇ ＇ i り）窟白を伴う行事を実施する場合は通常の学校生活で行うことのできる教葡租机はできるだけ除 i 
l き，そ雌麟でしか実施できない町底動祖饂！コ灼入れるように口~Q, ま尼集岡蓉白活

l 動については望ましい凡蜀闘窯t築＜態度靡御成などの即笥的図韓助L層深まるとともに高

！ し＼孝灯竜効果力隕睛されることなどから，学校の要態翌見童の発醇硝逃皆を者慮しつつ．一定、間

＇ : (例えば1 週間 (5日間）程度）にわたって行うこと力望まれQ,~茂訊児温相互のかかわりを

＇ i 深ぬ互⑳ことをより深く疇し．折り合い認けるなどして虞闘系などの諸環認解決しなが,． 
i ら麟して生舌することの鵡琴羹訳き琴うにする。
L -------------------、______________________. —------------------------- • 

«力疇三平三三二ここ又悶ロニ~~~
生舌することの大切さ力嘆感できるようにする。

キ蛍交行事として輿詞る長期にわたって酋白恕半う限廊り応舌動においては目的地において教

勘内容にかかわる学習向彩団的な活動を効果的に展開することも者えられるそ⑪易合には教

秤訳総網娯翔習虞認どの学習活動を含む計画を立て．授菓皆数に含めて扱うなど．柔軟な

年間顎襲t画邸乍成につし穴工夫するよう配慮するとともに，蓉白睾及を活用しだ既活動を盛り

込むなどのエ夫をする具｛認には外国語を飩的に学習する「イングリッシュキャンプ」,C実≫実際

に記蛉地層等の観察怨テう自然教室 農林水産業施設の見学学習などの瞬助堵えられる

そ⑪訊それぞれの目標力汗分に迦茨できるよう，事前・事後の活動など鴎認密な掴鄭恒箆作~-~
成する必要力泥る。

第3章 各^活動・・学校行事の目標及び内容

第4節 学校行事

4 学校行事の内容の取扱い

u 1)学校行事の内容の取扱いに関する留意事項

, .•...• • . ・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．ヽ●● ●べ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

例えば副已集団箇郎餅渾において挺屑雌阻胞泊活動を行う場合，登曲因翌実施し氾覇ゴ靱姓産・奉

仕して濶瞬渤芍テうなど，遠足・集団謡宜行事邑防姓産・奉出~梵統合して鱚約ちことり考え

螂られる。

なお，その際学菌胴繹領において，勤労生産・奉伯翔刊平ついては 「勤労の尊さや缶産の叡終淋得

するとともにボラ芝ティア活勁などの距網砒雌静熙養う体験り粁尋られるよぅにするこ匂と示されているこ

とから，勤労⑪惇さ甜和得する内綜釘でなく生卸璃びを体得する内恕閑宅行事磁川に実施する必要があるこ

とに蹴歎rる必要がある。その厩その棚限り銚樗縦l沿舌動可終わらせることなく，事前にそctiらい埓意義を
児鷺り叶分9項孵てきるようにし:,活動についてあらかじめ調べたり，準備したりすることができるようにする。し

また、言語力の育成や体験したことからより多くのことを体得させる観点から、活動の節目や事後に、話す，

聞く，読む，書く，など⑬舌動を珈縣りi諏り入れることが求められる。例えば集団百泊活動の実施に伴って，～

． 麒紋集にまとめたり，お泄話ばっだ方々 に莉荘を書いたり，発表会をしたり，他の学Fの児童保護者利軌良事

幽に対する轍捺を疇じたりすること力考えられる。却こ，体謝譴膝通して自分自身につ、いで猷t~迄
哨臨闊 「—人一人のキャリ方隊貶自己実蜀において，児童が固肋を記録し蓄積する，いわゆるポ;,:_·トフォリオ
的な教材等を活用した学習と関連付けることも考えられる。



次期学習指導要領解説と中学校の体験活動（一部） 

 

 

 

１ 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編 文部科学省 平成29年7月 

第 1章 総説 

第 2章 教育課程の基準 

第 3章 教育課程の編成及び実施 

第 3節 教育課程の実施と学習評価 

 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会構造等の急速な変化による予測困難な時代にあって，また，少子高齢化等が進み成熟社会を迎えている我

が国において，これからの学校教育には，生徒に知・徳・体のバランスのとれた資質・能力を育成することが一

層重要となっている。 

資質・能力を偏りなく育成していくに当たり，「学びに向かう力，人間性等」を育む観点からは，体験活動の

充実が重要である。「学びに向かう力，人間性等」は「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」をどの

ような方向性で働かせていくのかを決定付ける重要な要素であることから，本項において，各教科等の特質に応

じた体験活動を重視し，家庭や地域社会と連携しつつ体系的・継続的に実施できるよう工夫することを示してい

る。 

生徒を取り巻く地域や家庭の環境，情報環境等が劇的に変化し，生徒が自然の中で豊かな体験をしたり，文化

芸術を体験して感性を高めたりする機会が限られているとの指摘がされている。それにより，例えば生命の有限

性を実感することや異年齢の幼児児童生徒が協働する経験が少なくなり，現実的には学校教育は生徒がそうした

経験をすることができる数少ない場となっている。 

前回の改訂において，体験活動は言語活動とともに重要なものとして位置付けられたが，今回の改訂において

は，前述の生徒を取り巻く環境等を踏まえ，生徒が生命の有限性や自然の大切さ，主体的に挑戦してみることや

多様な他者と協働することの重要性などを実感しながら理解することができるようにすることを重視し，集団の

中で体系的・継続的な活動を行うことのできる学校の場を生かして，地域・家庭と連携・協働して，体験活動の

機会を確保していくことを示している。 

学校において体系的・継続的に体験活動を実施していくためには，各教科等の特質に応じて教育課程を編成し

ていくことが必要である。 

このため，総合的な学習の時間や特別活動はもとより，例えば，社会科では「調査や諸資料から，社会的事象

に関する様々な情報を効果的に収集し，読み取り，まとめる技能を身に付ける学習活動を重視するとともに，作

業的で具体的な体験を伴う学習の充実を図るようにすること」，理科では「観察，実験，野外観察などの体験的

中学校全面実施 ➜ 令和 3年（2021年） 

（５） 体験活動 （第１章第３の１の（5）） 

（５） 生徒が生命の有限性や自然の大切さ，主体的に挑戦してみることや多様な他者と協働すること 

   の重要性などを実感しながら理解することができるよう，各教科等の特質に応じた体験活動を重 

視し，家庭や地域社会と連携しつつ体系的・継続的に実施できるよう工夫すること。 

資料３
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な学習活動の充実に配慮すること」，技術・家庭科では「仕事の楽しさや完成の喜びを体得させるよう実践的・

体験的な活動を充実すること」等の教科等の特質に応じた体験を伴う学習活動の充実を図ることとしている。 

また，体験活動を継続的に実施していくためには，その時間の確保も課題となる。この点では，各教科等の指

導に当たり教科等の特質に応じた体験を伴う学習の時間を確保するだけでなく，時間割の弾力的な編成（第１章

総則第２の３（2）ウ（ｴ））の規定等を踏まえ，例えば，自然体験や社会体験を行う長期集団宿泊活動におい

て，各教科等の内容に関わる体験を伴う学習や探究的な活動が効果的に展開できると期待される場合，教科等の

学習を含む計画を立て，授業時数に含めて扱う柔軟な年間指導計画を作成するなど，学校の教育活動の全体を通

して体験活動の機会の充実を図る工夫をすることも考えられる。このように，各教科等の特質やその関連を踏ま

え，生徒の様々な学習機会がより効果的なものとなるようにしていくことは，カリキュラム・マネジメントの重

要な視点である。 

なお，このような体験活動を効果的に実施していくためには，その意義や効果について家庭や地域と共有し，

連携・協働することが重要である。また，これらの学習を展開するに当たっては，学習の内容と生徒の発達の段

階に応じて安全への配慮を十分に行わなければならない。 

 

 

第 3章 教育課程の編成及び実施 

第６節 道徳教育推進上の配慮事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1 ） 学校や学級内の人間関係や環境を整えること 

 

ア  教師と生徒の人間関係（省略） 

イ  生徒相互の人間関係（省略） 

ウ  環境の整備（省略） 

 

（2 ） 豊かな体験の充実 

 

勤労観・職業観を育むことができる職場体験活動や他の人々や社会のために役立ち自分自身を高めることが

できるボランティア活動，自然のすばらしさを味わい自然や動植物を愛護する心を育てることができる自然体

験活動，地域の一員として社会参画の意欲を高めることができる地域の行事への参加など，様々な体験活動の

充実が求められている。 

学校外の様々な人や事物に出会う体験活動は，生徒の世界を広げ，実生活や実社会の生きた文脈の中で様々

な価値や自己の生き方について考えることができる貴重な経験となる。共に学ぶ楽しさや自己の成長に気付く

喜びを実感させ，他者，社会，自然・環境との関わりの中で共に生きる自分への自信をもたせることが大切で

ある。 

各学校においては，学校の教育活動全体において生徒や学校の実態を考慮し，豊かな体験の積み重ねを通し

て生徒の道徳性が養われるよう配慮することが大切である。その際には，生徒に体験活動を通して道徳教育に

関わるどのような内容を指導するのか指導の意図を明確にしておくことが必要であり，実施計画にもこのこと

３ 豊かな体験活動の充実といじめの防止（第１章第６の３） 

３ 学校や学級内の人間関係や環境を整えるとともに，職場体験活動やボランティア活動，自然体験活 

動，地域の行事への参加などの豊かな体験を充実すること。また，道徳教育の指導内容が，生徒の日 

常生活に生かされるようにすること。その際，いじめの防止や安全の確保等にも資することとなるよ

う留意すること。 



を明記することが求められる。 

さらに，地域の行事への参加も，幅広い年齢層の人々と接し，人々の生活，文化，伝統に親しみ，地域に 

対する愛着を高めるだけでなく，地域貢献などを通じて社会に参画する態度を育てるなど，生徒にとっては 

道徳性を養う豊かな体験となる。具体的には，学校行事や総合的な学習の時間などでの体験活動として，自

治会や社会教育施設など地域の関係機関・団体等で行う地域振興の行事や奉仕活動，自然体験活動，防災訓練

などに学校や学年として参加することなどが考えられる。その場合には，地域の行事の性格や内容を事前に把

握し，学校の目標や年間の指導計画との関連を明確にしながら生徒の豊かな体験が充実するよう進めることが

大切である。 

 

（3 ）道徳教育の指導内容と生徒の日常生活（省略） 

ア いじめの防止（省略） 

イ 安全の確保（省略） 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２ 中学校学習指導要領解説 特別活動編    文部科学省 平成29年7月 

第 1章 総説 

第 2章 特別活動の目標 

第 3章 各活動・学校行事の目標と内容 

第 3節 学校行事 

２ 学校行事の内容 

 

 

 

① 旅行・集団宿泊的行事のねらいと内容 

 

旅行・集団宿泊的行事については，学習指導要領第５章の第２で，次のとおり示している。 

 

 

 

旅行・集団宿泊的行事のねらいは，次のとおり考えられる。 

校外の豊かな自然や文化に触れる体験を通して，学校における学習活動を充実発展させる。また，校外にお

ける集団活動を通して，教師と生徒，生徒相互の人間的な触れ合いを深め，楽しい思い出をつくることができ

る。 

さらに，集団生活を通して，基本的な生活習慣や公衆道徳などについての体験を積み，集団生活の在り方に

ついて考え，実践し，互いを思いやり，共に協力し合ったりするなどのよりよい人間関係を形成しようとする

態度を育てる。 

旅行・集団宿泊的行事においては，例えば次のとおり資質・能力を育成することが考えられる。 

 

○ 豊かな自然や文化・社会に親しむことの意義を理解するとともに，校外における集団生活の在り方，公衆

道徳などについて理解し，必要な行動の仕方を身に付けるようにする。 

（4） 旅行・集団宿泊的行事 

 平素と異なる生活環境にあって，見聞を広め，自然や文化などに親しむとともに，よりよい人間関係を 

築くなどの集団生活の在り方や公衆道徳などについての体験を積むことができるようにすること。 
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○ 日常とは異なる生活環境の中での集団生活の在り方や公衆道徳について考え，学校生活や学習活動の成果

を活用するように考えることができるようにする。 

○ 日常とは異なる環境や集団生活において，自然や文化・社会に親しみ，新たな視点から学校生活や学習活

動の意義を考えようとする態度を養う。 

 

旅行・集団宿泊的行事としては，修学旅行，移動教室，集団宿泊，野外活動などが考えられる。 

 

② 実施上の留意点 

 

ア 生徒の自主的な活動の場や機会を十分に考慮し，生徒の役割分担，生徒相互の協力，きまり・約束の遵 

守，人間関係を深める活動などの充実を図ること。また，文化的行事や健康安全・体育的行事，勤労生 

産・奉仕的行事との関連などを重視して，単なる物見遊山に終わることのない有意義な旅行・集団宿泊的 

行事を計画・実施するよう十分に留意すること。また，生徒の入学から卒業までの間に宿泊を伴う行事を 

実施すること。 

 イ 指導計画の作成とその実施に当たっては，行事の目的やねらいを明確にした上で，その内容に応じて各教 

科，道徳科，総合的な学習の時間，学級活動などとの関連を工夫すること。また，事前の学習や，事後の 

まとめや発表などを工夫し，体験したことがより深まるような活動を工夫すること。 

 

 ウ 学級活動などにおいて，事前に，目的，日程，活動内容などについて指導を十分に行い，生徒の参加意欲 

を高めるとともに，保護者にも必要事項について知らせておく。 

 

エ 実施に当たっては，地域社会の社会教育施設等を積極的に活用するなど工夫し，十分に自然や文化などに 

触れられるよう配慮する。 

 

オ 生徒の心身の発達の段階，安全，環境，交通事情，経済的な負担，天候，不測の事故，事故の発生時にお 

ける対応策などに十分配慮し，学校や生徒の実態を踏まえた活動となるよう工夫すること。特に，教師の 

適切な管理の下での生徒の活動が助長されるように事故防止のための万全な配慮をする。また，自然災害 

などの不測の事態に対しても，自校との連絡体制を整えるなど適切な対応ができるようにする。（なお， 

計画の実施に関しては，「小学校，中学校，高等学校等の遠足・修学旅行について」（昭和43 年10 月２ 

日付け，文初中第450 号文部省初等中等教育局長通達），「修学旅行における安全確保の徹底について」 

（昭和63 年３月31 日付け，文初高第139 号文部事務次官通達）などを参照すること。） 

 



【小学校】 

 ４ 学校行事の内容の取扱い 

 

(1)  学校行事の内容の取扱いに関する留意事項 

学習指導要領第６章の第２〔学校行事〕の３「内容の取扱い」の (1) で，次のとおり示してい 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 ア 行事の種類ごとに，行事及びその内容を重点化するとともに，行事間の関連や統合を図る 

 

 ・・・・・・・学校行事における「行事間の統合」とは，別々の学校行事を一つの学校行事に組 

み合わせて実施するなど，学校行事に充てる授業時数を精選し，より効果的， 効率的に目標を達 

成しようとすることである。  

 例えば，遠足・集団宿泊的行事において長期の集団宿泊活動を行う場合，登山などを実施した 

際に勤労生産・奉仕的行事として清掃活動を行うなど，遠足・集団宿泊的行事と勤労生産・奉仕 

的行事を統合して実施することが考えられる。 

  なお，勤労生産・奉仕的行事については， 「勤労の尊さや生産の喜びを体得するとともに，ボ 

ランティア活動などの社会奉仕の精神を養う体験が得られるようにすること」と示されているこ 

とから，勤労の尊さを体得する内容だけでなく， 生産の喜びを体得する学校行事を別に実施する 

必要があることに留意する。 

その際，その場限りの体験的な活動で終わらせることなく，事前にそのねらいや意義 を児童が 

十分に理解できるようにし，活動についてあらかじめ調べたり，準備したりすることができるよ 

うにする。 

 

 イ 体験活動を通して気付いたことなどを振り返り，まとめたり，発表し合ったりするなどの事後 

の活動を充実する  

 

 学校行事においては，特に言語力の育成や体験したことからより多くのことを 体得させる観点 

から，「体験活動を通して気付いたことなどを振り返り，まとめたり，発表し合ったりするなどの 

活動を充実する」ことが求められる。 

その際， その場限りの体験活動で終わらせることなく，事前にそのねらいや意義を児童に十分

に理解させ，活動についてあらかじめ調べたり，準備したりすることができるようにするととも

に，活動の節目や事後に，話す，聞く，読む，書くなどの活 を効果的に取り入れることが求めら

れる。 

例えば，集団宿泊活動の実施に伴って，感想文集にまとめたり，お世話になった方々に手紙を

書いたり，発表会をしたり，他の学年の児童，保護者や地域の住民に対する報告会を開催したり

することが考えられる。 

また，体験活動を通して自分自身について考えたことを，学級活動「(3)一人一人のキャリア形

成と自己実現」において，児童が活動を記録し 蓄積する，いわゆるポートフォリオ的な教材等を

活用した学習と関連付けること も考えられる。 

＊以下略 

 (1) 児童や学校，地域の実態に応じて，２に示す行事の種類ごとに，行事及びその内容を重点化す

るとともに，各行事の趣旨を生かした上 で，行事間の関連や統合を図るなど精選して実施すること。

また，実 施に当たっては，自然体験や社会体験などの体験活動を充実するとともに，体験活動を通

して気付いたことなどを振り返り，まとめたり， 発表し合ったりするなどの事後の活動を充実する

こと。 

 

資料４



【中学校】 

４ 学校行事の内容の取扱い 

  

学習指導要領第５章の第２の３の（1）で，次のとおり示している。 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 学校行事の内容の取扱いに関する留意事項   

 

ア 行事の種類ごとに，行事及びその内容を重点化するとともに，行事間の関連や統合を図る 

  

  ・・・・・・ 学校行事における「行事間の関連を図る」とは，別々の学校行事を一つの学校 

行事に組み合わせて実施するなど、学校行事に充てる授業時数を精選し、より効果的，効率的 

に目標を達成しようとすることである。 

例えば，旅行・集団宿泊的行事において集団宿泊を行う場合，登山などを実施した際に勤労 

生産・奉仕的 行事として清掃活動を行うなど，旅行・集団宿泊的行事と勤労生産・奉仕的行  

事を統合して実施することが考えられる。なお，その際，学習指導要領において，勤労生 

産・奉仕的行事については，「勤労の尊さや生産の喜びを体得するとともに，ボランティア活 

動などの社会奉仕の精神を養う体験が得られるようにすること」と示されていることから， 

勤 労の尊さを体得する内容だけでなく生産の喜びを体得する内容の学校行事を別 に実施す 

る必要があることに留意する必要がある。 

その際，その場限りの体験 的な活動で終わらせることなく，事前にそのねらいや意義を生 

徒が十分に理解 できるようにし，活動についてあらかじめ調べたり，準備したりすることが 

できるようにする。 

  

イ 体験活動を通して気付いたことなどを振り返り，まとめたり，発表し合ったりする活動を充実 

する   

 

学校行事においては，特に言語力の育成や体験したことからより多くのことを体得させる観 

点から，「体験活動を通して気付いたことなどを振り返り，まとめたり，発表し合ったりするなど 

の活動を充実する」ことが求められる。その際，その場限りの体験活動で終わらせることなく， 

事前にそのねらいや意義を 生徒に十分に理解させ，活動についてあらかじめ調べたり，準備した 

りすることができるようにするとともに，活動の節目や事後に，話す，聞く，読む，書く，など 

の活動を効果的に取り入れることが求められる。例えば，集団宿泊の実施に伴って，感想文をま 

とめたり、お世話になった方々に手紙を書いたり， 発表会をしたり，他の学年の生徒，保護者や 

地域の住民に対する報告会を開催 たりすることが考えられる。 

 また，体験活動を通して自分自身について考えたことを，学級活動（3）「一人一人の形成と自 

己実現」において，生徒が活動を記録し蓄積する， いわゆるポートフォリオ的な教材等を活用し 

た学習と関連付けることも考えられる 

 

＊以下略 

 

（1） 生徒や学校，地域の実態に応じて，２に示す行事の種類ごとに，行事及びその内容を重点化

するとともに，各行事の趣旨を生かした上で，行事間 の関連や統合を図るなど精選して実施するこ

と。また，実施に当たっては， 自然体験や社会体験などの体験活動を充実させるとともに，体験活

動を通 して気付いたことなどを振り返り，まとめたり，発表し合ったりするなど の事後の活動を

充実すること。 
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